
対
象
は
大
学
・
大
学
院
、
短
期

大
学
、
専
門
学
校
等
の
在
学
生
や

留
学
生
、
35
歳
未
満
の
就
職
活
動

中
の
方
。
時
間
は
両
日
と
も
午
後

12
時
半
か
ら
受
け
付
け
を
始
め
る
。

説
明
会
は
午
後
１
時
、
２
時
、
３

時
、
４
時
の
計
４
回
実
施
さ
れ
る
。

各
ブ
ー
ス
で
業
界
や
会
社
の
説
明

が
30
分
、
質
疑
応
答
が
15
分
と
な
っ

て
い
る
。
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
服
装
で

Ｏ
Ｋ
。
途
中
の
入
退
室
も
自
由
。

参
加
す
る
朝
日
新
聞
社
編
集
サ

ポ
ー
ト
部
の
担
当
者
は
「
様
々
な

業
界
を
知
る
こ
と
で
自
分
の
適
性

や
向
き
不
向
き
を
見
極
め
る
機
会

に
し
て
く
だ
さ
い
。
新
た
に
仕
事

を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

事
前
予
約
や
問
い
合
わ
せ
は
大

阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
電

話
０
６
（
７
７
０
９
）
９
４
５
５

と
相
談
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
る
。
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3
憧れの客室乗務員

粘りで掴んだ夢

拡大ＲＭＢ第10弾

３・４は４月入社編4

金融や不動産、鉄道、マスコミなど各業界の最新情報をつかみ、志望動機や自己ＰＲの作成など

就活全般に生かしてもらうイベント「業界研究 '16－'17」が2016年２月25と26日の両日、大阪新

卒応援ハローワークで開かれる。一日８社が参加し、現在業務の最前線にいる社員らが各業界の現

状や今後の見通し、所属企業での仕事のやりがいなどを語る。就活もいよいよ解禁間近。現場で働

く社員らの生の声を聞き、自身の仕事選びに生かして欲しい。参加企業は表の通り（五十音順）。

住友不動産販売 （不動産）

「業界研究 '16－'17」が２月２５・２６日

「ＥＳや面接、こうしたら受かるで」就活ミーティング

「
Ｅ
Ｓ
（
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
）
や
Ｓ
Ｐ
Ｉ
な
ど
筆
記
試
験

は
ど
う
準
備
し
た
か
」
。

「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
は
苦
手
で
勉
強
も

な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
。
無

理
し
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
一

定
の
目
標
を
立
て
、
カ
フ
ェ
で

１
時
間
は
集
中
し
て
頑
張
っ
た
」
。

「
ヒ
ン
ト
を
つ
か
も
う

教

え
て
先
輩

就
活
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
が
１
月
27
日
と
２
月
15
日
、

大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
開
か
れ
た
。
お
手
製
の
就
活

ノ
ー
ト
を
手
に
、
チ
ュ
ー
タ
ー

役
の
先
輩
と
就
活
生
が
熱
心
に

語
り
合
っ
た
＝
写
真
。

当
所
を
利
用
し
大
手
銀
行
や

鉄
道
、
航
空
会
社
、
小
売
業
、

製
造
業
な
ど
に
内
定
し
た
先
輩

が
、
こ
れ
か
ら
就
活
の
本
番
を

迎
え
る
後
輩
に
自
ら
の
体
験
談

を
ホ
ン
ネ
で
語
っ
た
。
就
活
生

が
先
輩
を
囲
み
、
会
社
説
明
会

の
ポ
イ
ン
ト
や
仕
事
選
び
の
勘

所
、
髪
型
や
服
装
、
表
情
の
作

り
方
な
ど
を
熱
心
に
質
問
し
、

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

鶴見製作所 （ポンプ製造販売）

帝国ホテル （ホテル）

ユニバーサルコンピューター
（ＩＣＴ）

神戸屋 （食品）

住友建機販売 （建設機械）

阪急電鉄 （鉄道）

レナウン （アパレル）

エイチ・アイ・エス （旅行）

北おおさか信用金庫 （金融）

公益財団法人 田附興風会 医学研究所

北野病院 （医療）

人事院 近畿事務局 （公務）

朝日新聞社 （マスコミ）

大阪府警察 （警察）

大阪市役所 （公務）

関西アーバン銀行 （金融）

最
前
線
の
社
員
、
企
業
の
今
を
語
る

25日（木） 26日（金）

●
２
面
に
詳
報
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最
前
線
の
社
員
、
企
業
の
今
を
語
る

25日（木） 26日（金）

●
２
面
に
詳
報



「
あ
い
さ
つ
は
絶
対
、
大
事
や

で
。
説
明
会
で
は
、
大
き
な
声
で

『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』

と
い
い
や
。
礼
儀
が
し
っ
か
り
で

き
れ
ば
、
顔
も
覚
え
て
も
ら
え
る
」
。

計
２
回
の
就
活
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
は
、
ホ
ン
ネ
で
語
る
先
輩
の
姿

に
、
後
輩
が
熱
い
視
線
を
送
っ
た
。

志
望
動
機
や
自
己
Ｐ
Ｒ
の
作
成
、

Ｓ
Ｐ
Ｉ
攻
略
法
、
お
辞
儀
や
あ
い

さ
つ
な
ど
面
接
時
で
の
立
ち
居
振

る
舞
い
に
つ
い
て
の
リ
ア
ル
な
体

験
談
に
、
参
加
者
は
釘
付
け
と
な
っ

た
＝
写
真
㊦
。

志
望
動
機
に
つ
い
て
銀
行
に
内

定
し
た
女
性
は
「
会
社
説
明
会
は

ぜ
ひ
覗
き
や
。
そ
こ
で
行
員
の
方

と
直
接
、
話
が
で
き
る
の
が
大
き

い
よ
。
特
に
私
は
た
く
さ
ん
の
質

問
を
し
た
。
仕
事
の
難
し
さ
と
や

り
が
い
、
社
風
の
良
さ
は
会
話
の

端
々
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
ん

な
経
験
し
た
ネ
タ
だ
け
を
Ｅ
Ｓ
に

書
い
た
」
と
ノ
ー
ト
手
に
説
明
。

印
刷
紙
器
会
社
の
女
性
は
「
友

人
が
次
々
、
内
定
す
る
と
正
直
焦

る
。
で
も
周
り
は
周
り
。
い
か
に

自
分
の
ペ
ー
ス
を
守
れ
る
か
が
大

事
や
で
。
会
社
説
明
会
に
出
る
の

が
し
ん
ど
く
な
っ
た
ら
、
休
ん
で

も
え
え
よ
。
マ
イ
ペ
ー
ス
や
で
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
。
２
月

15
日
に
は
厚
生
労
働
省
の
渡
嘉
敷

奈
緒
美
副
大
臣
が
、
セ
ミ
ナ
ー
を

視
察
し
、
就
活
生
に
話
掛
け
る
姿

も
見
ら
れ
た
＝
写
真
㊤
。

航
空
、
商
社
志
望
の
女
子
大
生

は
「
狭
く
な
り
が
ち
な
視
野
が
広

が
っ
て
よ
か
っ
た
」
。
ま
た
別
の

参
加
者
は
「
前
向
き
に
努
力
す
る

人
が
夢
を
つ
か
む
の
だ
、
と
分
っ

た
」
と
話
し
て
い
た
。
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グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｇ

Ｄ
）
は
金
融
や
メ
ー
カ
ー
、
航
空
、
マ

ス
コ
ミ
、
国
家
・
地
方
公
務
員
の
採
用

試
験
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
座
学
と
参

加
者
に
よ
る
実
践
で
Ｇ
Ｄ
の
ポ
イ
ン
ト

を
つ
か
む
＝
写
真
㊦
。
ビ
デ
オ
で
話
す

表
情
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
Ｇ
Ｄ
の
三
箇

条
は
①
自
分
の
役
割
を
こ
な
す
②
他
人

の
役
割
を
支
援
す
る
③
時
間
内
に
一
定

の
意
見
を
ま
と
め
る
。
自
分
の
意
見
を

主
張
す
る
と
と
も
に
、
他
人
の
意
見
に

耳
を
傾
け
、
グ

ル
ー
プ
で
の
役

割
を
果
た
せ
る

か
。
グ
ル
ー
プ

が
一
体
化
で
き

る
環
境
を
ど
う

つ
く
る
か
。
そ

し
て
時
間
内
に

一
定
の
意
見
を

ま
と
め
よ
う
。

３
月
は
10
、
18
、

25
日
に
開
く
。

離職率が低い大阪の中堅・中小企業が集まる「リアル就活

のススメ in 業界・企業のホンマ展」が2016年３月17日、大

阪市中央区の大阪マーチャンダ

イズ・マートで開かれる。ネッ

ト就活では知ることのできない

×会えない企業40社が参加する。

３月から2017年卒の就活が本

格化するのに合わせたイベント。

事業内容や労働条件、実際の職

場環境や人間関係、業界の裏話

を採用担当者から直接、聞ける。

参加企業は離職率10%未満、若者の採用、育成に積極的、ワー

クライフバランスを推進している企業だ。

時間は正午から受け付けを開始。午後１時から午後５時まで行われる。

参加企業名は大阪新卒応援ハローワークのＨＰで公開される。

今号の学ハロ大阪新聞では、１月と

２月に開催した「就活ミーティング」

について取り上げました。内定を獲得

した４回生の先輩から就活体験談を聞

けるイベントで、就活の流れについて

理解を深めることが出来たのではと思

います。多くの質問の中に業界研究の

進め方というのもありました。２月25・

26日に企業の広報担当者らが業界の最

新情報を語るイベント「業界研究'16－

'17」を開催します。２日間で最大８業

界の説明を聞くことが出来るイベント

です。就活のきっかけづくりにぜひ、

ご参加ください。

２月25・26日はぜひ業界研究を

2017年卒生向けイベント、ぜひ

そ
の
給
与
や
休
日
数
、
ホ
ン
マ
で
っ
か

3月17日業界・企業展に40社

グループディスカッション（ＧＤ）

「敬語が上手く使えない」「電話でのやり取りが苦手」という方には

話し方好感度ＵＰ講座がお勧めだ。第１部は実際に声を出して発声のコ

ツや表情のつくり方を学ぶ。第２部は電話応対のロールプレーイング。

「企業に求人応募の電話をかける」など実際にある電話応対のパターン

を講師と一緒に実践で学ぶ。言葉を通じて好印象を残すポイントはどこ

か。ぜひ、体験を。３月２日午後２時から４時。参加予約を受付中。

敬語表現や電話応対のマナー、今のうちに習得を。

就
活
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
、
厚
労
省
副
大
臣
が
視
察

●
記
事
１
面
か
ら
続
く

「
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大
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や
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説
明
会
で
は
、
大
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『
あ
り
が
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う
ご
ざ
い
ま
し
た
』

と
い
い
や
。
礼
儀
が
し
っ
か
り
で

き
れ
ば
、
顔
も
覚
え
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も
ら
え
る
」
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計
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回
の
就
活
ミ
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テ
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グ

で
は
、
ホ
ン
ネ
で
語
る
先
輩
の
姿

に
、
後
輩
が
熱
い
視
線
を
送
っ
た
。
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動
機
や
自
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の
作
成
、

Ｓ
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攻
略
法
、
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辞
儀
や
あ
い

さ
つ
な
ど
面
接
時
で
の
立
ち
居
振

る
舞
い
に
つ
い
て
の
リ
ア
ル
な
体

験
談
に
、
参
加
者
は
釘
付
け
と
な
っ

た
＝
写
真
㊦
。

志
望
動
機
に
つ
い
て
銀
行
に
内

定
し
た
女
性
は
「
会
社
説
明
会
は

ぜ
ひ
覗
き
や
。
そ
こ
で
行
員
の
方

と
直
接
、
話
が
で
き
る
の
が
大
き

い
よ
。
特
に
私
は
た
く
さ
ん
の
質

問
を
し
た
。
仕
事
の
難
し
さ
と
や

り
が
い
、
社
風
の
良
さ
は
会
話
の

端
々
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
ん

な
経
験
し
た
ネ
タ
だ
け
を
Ｅ
Ｓ
に

書
い
た
」
と
ノ
ー
ト
手
に
説
明
。

印
刷
紙
器
会
社
の
女
性
は
「
友

人
が
次
々
、
内
定
す
る
と
正
直
焦

る
。
で
も
周
り
は
周
り
。
い
か
に

自
分
の
ペ
ー
ス
を
守
れ
る
か
が
大

事
や
で
。
会
社
説
明
会
に
出
る
の

が
し
ん
ど
く
な
っ
た
ら
、
休
ん
で

も
え
え
よ
。
マ
イ
ペ
ー
ス
や
で
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
。
２
月

15
日
に
は
厚
生
労
働
省
の
渡
嘉
敷

奈
緒
美
副
大
臣
が
、
セ
ミ
ナ
ー
を

視
察
し
、
就
活
生
に
話
掛
け
る
姿

も
見
ら
れ
た
＝
写
真
㊤
。

航
空
、
商
社
志
望
の
女
子
大
生

は
「
狭
く
な
り
が
ち
な
視
野
が
広

が
っ
て
よ
か
っ
た
」
。
ま
た
別
の

参
加
者
は
「
前
向
き
に
努
力
す
る

人
が
夢
を
つ
か
む
の
だ
、
と
分
っ

た
」
と
話
し
て
い
た
。
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グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｇ

Ｄ
）
は
金
融
や
メ
ー
カ
ー
、
航
空
、
マ

ス
コ
ミ
、
国
家
・
地
方
公
務
員
の
採
用

試
験
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
座
学
と
参

加
者
に
よ
る
実
践
で
Ｇ
Ｄ
の
ポ
イ
ン
ト

を
つ
か
む
＝
写
真
㊦
。
ビ
デ
オ
で
話
す

表
情
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
Ｇ
Ｄ
の
三
箇

条
は
①
自
分
の
役
割
を
こ
な
す
②
他
人

の
役
割
を
支
援
す
る
③
時
間
内
に
一
定

の
意
見
を
ま
と
め
る
。
自
分
の
意
見
を

主
張
す
る
と
と
も
に
、
他
人
の
意
見
に

耳
を
傾
け
、
グ

ル
ー
プ
で
の
役

割
を
果
た
せ
る

か
。
グ
ル
ー
プ

が
一
体
化
で
き

る
環
境
を
ど
う

つ
く
る
か
。
そ

し
て
時
間
内
に

一
定
の
意
見
を

ま
と
め
よ
う
。

３
月
は
10
、
18
、

25
日
に
開
く
。
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です。就活のきっかけづくりにぜひ、

ご参加ください。

２月25・26日はぜひ業界研究を

2017年卒生向けイベント、ぜひ

そ
の
給
与
や
休
日
数
、
ホ
ン
マ
で
っ
か

3月17日業界・企業展に40社

グループディスカッション（ＧＤ）
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就
活
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
、
厚
労
省
副
大
臣
が
視
察

●
記
事
１
面
か
ら
続
く
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スカーフを靡かせ颯爽と空港内を歩く。テレビドラマで見たキャビンアテンダント（ＣＡ）が夢だった。だが現実はド

ラマのようにはいかない。不採用が続き「やっぱり憧れで終わるのか」。そんな時、大阪新卒応援ハローワークでＣＡ出

身のＪＳと出会う。「自己ＰＲを一緒に考えてくれた。これが最後との思いで秋の採用試験に臨んだ」。そして―。

「ＣＡは小学４年からの夢。それが

就活で現実になった。喜びが今、じわ

じわと込み上げている」。航空会社の

客室乗務員に内定した。採用後は国内

線を中心に大空を駆け巡る。

大学の傍ら春と秋にエアラインスクー

ルにも通った。週１回３時間の授業だ。

スーツの着こなしや立ち居振る舞い、

時事問題から航空各社の歴史、数学の

問題まで解いた。

「ＣＡは狭き門。就職先をエアライ

ンだけに絞って大丈夫か。本当に自分

はＣＡになれるのだろうか」。とりわ

け秋のクラスはみな仲間であり、ライ

バルでもあったと感じた。

苦心したのは自己ＰＲ。面接では30

秒で答えよ、というケースが多く当初

はテニスサークルの話していた。だが

「どうも話にまとまりがなくて。自分

を素直に語ることができなかった」。

結局、大手航空会社の採用試験は軒並

み不採用に。内容をしっかり固めきれ

なかったのが最後まで響いた。

友人は次々と内定する。焦りから金

融や不動産会社にも手を広げた。昨年

８月ごろは午前に東京で不動産会社の

面接。終了後、直ちに新幹線で帰阪し

夕方から別の会社の面接へ。翌日は再

び東京で午前に面接―と、馬車馬のよ

うに会場を駆け回った。料金が安いか

らと夜行バスを使ったが眠れなかった。

暑くて体力も消耗し疲れから体調を壊

すことも。

「これから、どうすれば…」。

そんな時、友人から大阪新卒応援ハ

ローワークの利用を勧められた。

「まさかＣＡ出身のＪＳ（ジョブサ

ポーター）がいるなんて」。スクール

では添削で直さ

れても何がダメ

なのかは自分で

考えなければな

らなかった。こ

れでいいのかと

いう不安を抱え

たまま、面接を

受けていた、と

いう。

だが、ＪＳは

違った。「自己

ＰＲをわがこと

のように一緒に

考えてくれた。

その姿が嬉しかっ

た」。自己ＰＲ

は飲食店でのア

ルバイトの話に

内容を一新。お

客様との距離を

縮めるために自分はどんな努力をした

のかを軸に据える。「お客様と友人に

なれるような関係を築く。お顔を覚え

るとともに給仕では、お客様の様子を

しっかり見て、間を考えながらメニュー

を提案した。カップルにはワインを注

ぐ瞬間や食事の提供時に、積極的に話

しかけた。タイミングと間の工夫。そ

の経験がＣＡの接客業務に生かせます」

と。

この内容に変えてから、企業の反応

が良くなった。「ナンバー１になった

話など数字で話さなきゃと思いこんで

いたが、むしろ、自分が取り組んでき

た普通の話でいいんだと分った」。加

えて、人懐っこいと周囲から言われる

性格も奏功する。「自ら心を開き積極

的に話しかければいろんな世界が見え

る。接客を通じて人と関わる面白さに、

改めて気付いた」。自身が乗務する小

型機はお客様と近い。「国内線のＣＡ

は親しみが持てる人物を求めているは

ず。私の強みと会社の求める人物像が

マッチングするのではないか」。

そして10月。これが最後との思いで

ＣＡ試験に臨む。面接には友人がくれ

た３つのアドバイスを実践した。①表

情が伝わるよう眉毛を動かして話せ②

入退室は扉の前で思いっきりの笑顔を

③笑いを取れ。「ＣＡはみな、おでこ

を出している。①は眉毛を動かすこと

で表情がより豊かになる③は面接が朝

一番の午前10時だった。『なぜこの時

間を選んだのか』との質問に、朝が強

く中・高と陸上部で朝ご飯をしっかり

食べる習慣が身に付いた。ちなみに今

朝食べたのは…と食欲に引っ掛け話す

と笑いが起きて―」。がっちり固まっ

た自己ＰＲ。いつしか自信が漲ってい

た。以前とは違う自分がそこにいた。

会社から内定の電話があった時、思

わず泣いてしまった。泣きながら話し

ていた。「『あなたは第一印象にイン

パクトがあって…』という担当者の言

葉までは覚えているが、その後の記憶

はない。しばらく言葉がでなかった」。

スクールを含めると２年近くの就活

だった。「振り返れば家族の支援が大

きかった」。10月には最愛の祖母を亡

くす。「諦めない私をＣＡに導いてく

れたんだ」。今は、支えてくれた方へ

の感謝の気持ちでいっぱいだ。

「夢だからやるしかない」。諦めず

に掴んだ道だから言える言葉だろう。

「自分はこんな人間で、御社に入社し

たらこう働けます。そう言える自分に

なった」。就活で成長した証だ。

ＥＳや面接は自分が取り組んできた「普通」のことを素直に話そう。

面接突破３箇条①眉毛を動かし、表情豊かに②笑顔全快③笑いを取れ。

夢だからやるしかない。ＪＳが一緒に考えてくれたことが嬉しかった。

就
活
日
記
・
28

同志社大学文学部英文学科 ４回生
2月15日の就活ミーティング、チューター

憧れのＣＡ、粘りでつかみテイク・オフ

学ハロ大阪新聞 2016年2月19日 第28号
（3）

スカーフを靡かせ颯爽と空港内を歩く。テレビドラマで見たキャビンアテンダント（ＣＡ）が夢だった。だが現実はド

ラマのようにはいかない。不採用が続き「やっぱり憧れで終わるのか」。そんな時、大阪新卒応援ハローワークでＣＡ出

身のＪＳと出会う。「自己ＰＲを一緒に考えてくれた。これが最後との思いで秋の採用試験に臨んだ」。そして―。

「ＣＡは小学４年からの夢。それが

就活で現実になった。喜びが今、じわ

じわと込み上げている」。航空会社の

客室乗務員に内定した。採用後は国内

線を中心に大空を駆け巡る。

大学の傍ら春と秋にエアラインスクー

ルにも通った。週１回３時間の授業だ。

スーツの着こなしや立ち居振る舞い、

時事問題から航空各社の歴史、数学の

問題まで解いた。

「ＣＡは狭き門。就職先をエアライ

ンだけに絞って大丈夫か。本当に自分

はＣＡになれるのだろうか」。とりわ

け秋のクラスはみな仲間であり、ライ

バルでもあったと感じた。

苦心したのは自己ＰＲ。面接では30

秒で答えよ、というケースが多く当初

はテニスサークルの話していた。だが

「どうも話にまとまりがなくて。自分

を素直に語ることができなかった」。

結局、大手航空会社の採用試験は軒並

み不採用に。内容をしっかり固めきれ

なかったのが最後まで響いた。

友人は次々と内定する。焦りから金

融や不動産会社にも手を広げた。昨年

８月ごろは午前に東京で不動産会社の

面接。終了後、直ちに新幹線で帰阪し

夕方から別の会社の面接へ。翌日は再

び東京で午前に面接―と、馬車馬のよ

うに会場を駆け回った。料金が安いか

らと夜行バスを使ったが眠れなかった。

暑くて体力も消耗し疲れから体調を壊

すことも。

「これから、どうすれば…」。

そんな時、友人から大阪新卒応援ハ

ローワークの利用を勧められた。

「まさかＣＡ出身のＪＳ（ジョブサ

ポーター）がいるなんて」。スクール

では添削で直さ

れても何がダメ

なのかは自分で

考えなければな

らなかった。こ

れでいいのかと

いう不安を抱え

たまま、面接を

受けていた、と

いう。

だが、ＪＳは

違った。「自己

ＰＲをわがこと

のように一緒に

考えてくれた。

その姿が嬉しかっ

た」。自己ＰＲ

は飲食店でのア

ルバイトの話に

内容を一新。お

客様との距離を

縮めるために自分はどんな努力をした

のかを軸に据える。「お客様と友人に

なれるような関係を築く。お顔を覚え

るとともに給仕では、お客様の様子を

しっかり見て、間を考えながらメニュー

を提案した。カップルにはワインを注

ぐ瞬間や食事の提供時に、積極的に話

しかけた。タイミングと間の工夫。そ

の経験がＣＡの接客業務に生かせます」

と。

この内容に変えてから、企業の反応

が良くなった。「ナンバー１になった

話など数字で話さなきゃと思いこんで

いたが、むしろ、自分が取り組んでき

た普通の話でいいんだと分った」。加

えて、人懐っこいと周囲から言われる

性格も奏功する。「自ら心を開き積極

的に話しかければいろんな世界が見え

る。接客を通じて人と関わる面白さに、

改めて気付いた」。自身が乗務する小

型機はお客様と近い。「国内線のＣＡ

は親しみが持てる人物を求めているは

ず。私の強みと会社の求める人物像が

マッチングするのではないか」。

そして10月。これが最後との思いで

ＣＡ試験に臨む。面接には友人がくれ

た３つのアドバイスを実践した。①表

情が伝わるよう眉毛を動かして話せ②

入退室は扉の前で思いっきりの笑顔を

③笑いを取れ。「ＣＡはみな、おでこ

を出している。①は眉毛を動かすこと

で表情がより豊かになる③は面接が朝

一番の午前10時だった。『なぜこの時

間を選んだのか』との質問に、朝が強

く中・高と陸上部で朝ご飯をしっかり

食べる習慣が身に付いた。ちなみに今

朝食べたのは…と食欲に引っ掛け話す

と笑いが起きて―」。がっちり固まっ

た自己ＰＲ。いつしか自信が漲ってい

た。以前とは違う自分がそこにいた。

会社から内定の電話があった時、思

わず泣いてしまった。泣きながら話し

ていた。「『あなたは第一印象にイン

パクトがあって…』という担当者の言

葉までは覚えているが、その後の記憶

はない。しばらく言葉がでなかった」。

スクールを含めると２年近くの就活

だった。「振り返れば家族の支援が大

きかった」。10月には最愛の祖母を亡

くす。「諦めない私をＣＡに導いてく

れたんだ」。今は、支えてくれた方へ

の感謝の気持ちでいっぱいだ。

「夢だからやるしかない」。諦めず

に掴んだ道だから言える言葉だろう。

「自分はこんな人間で、御社に入社し

たらこう働けます。そう言える自分に

なった」。就活で成長した証だ。

ＥＳや面接は自分が取り組んできた「普通」のことを素直に話そう。

面接突破３箇条①眉毛を動かし、表情豊かに②笑顔全快③笑いを取れ。

夢だからやるしかない。ＪＳが一緒に考えてくれたことが嬉しかった。

就
活
日
記
・
28

同志社大学文学部英文学科 ４回生
2月15日の就活ミーティング、チューター

憧れのＣＡ、粘りでつかみテイク・オフ



当
日
は
午
後
１
時
か
ら
計
５
回
、

企
業
側
が
事
業
内
容
や
採
用
フ
ロ
ー

を
説
明
す
る
。
１
回
45
分
の
完
全

入
れ
替
え
制
で
途
中
の
入
退
室
は

不
可
。
途
中
、
参
加
企
業
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
る
。

参
加
企
業
は
次
の
通
り
。

綜
合
警
備
保
障
【
Ｃ
Ｍ
で
有
名

な
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
。
法
人
及
び
個
人

に
対
す
る
各
種
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ー

ビ
ス
業
。
営
業
職
は
女
性
が
活
躍
】

営
業
、
技
術
、
警
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３月４日、４月入社編に１１社

内
定
に
早
い
遅
い
は
関
係
ね
ぇ
。
結
局
、
入
社
は
４
月
だ
ろ
。

拡
大
第
10
弾

拡大ＲＭＢ第９弾「事務職編」が２月５日、大阪新卒応援ハローワー

クであり、就活生173人が参加、意中の企業の説明会に臨んだ＝写真

は会場風景。

会場には大手のトラック・バス及び部品の販売会社、電気や空調、

衛生設備の設計・積算をする会社、自由設計の一戸建て分譲住宅、新

築分譲住宅の企画販売会社、航空貨物や海

上貨物のほか通関、倉庫管理も取り扱う国

際貨物輸送代理店など計10社が参加した。

各ブースでは、採用担当者らが会社の特

長や事業内容、募集職種、求める人物像、

福利厚生面について詳しく説明した。参加

者はメモを取るなど真剣な表情で意中の会

社の説明会に臨んでいた＝写真㊨。

説明会の

合間には、

参加する４社の担当者が自社をＰＲ

するプレゼンテーションを就活生を

前に実施＝写真㊧。「ぜひウチのブー

スを覗いてください。皆さんと一緒

に働ける日を楽しみにしています」

とアピールした。会場の受付では、就活生のコートを預かる臨時のク

ロークがお目見え。ＪＳが「コートを預かりますよ。貴重品はポケッ

トに残していませんか」などと声を掛けていた。

事務職編に173人 拡大第９弾

コ
ー
ト
預
か
り
、
肩
の
荷
下
ろ
し
て

拡大ＲＭＢ第10弾は４月入社編―。大阪新卒応援ハローワークは３月４日午後１時から恒例の拡大版ＲＭＢ

（レギュラーマッチングブース）説明会・面接会を開く。今回は４月入社に合わせ選考スケジュールを立てて

いる企業11社が参加予定。内定の獲得に早い遅いは関係ない。結局、入社は４月から。多くの企業は依然、採

用意欲は高い。ぜひ、あなたの１社に出合って欲しい＝写真はＰＲポスター。
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